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『
淮
南
萬
畢
術
』
拾
遺
（
三
）

有
馬

卓
也

６

『
如
意
方
』（
続
き
）

本
号
で
は
『
医
心
方
』
に
収
録
さ
れ
た
『
如
意
方
』
全
八
〇
条
の
残
り
三
九

条
を
提
示
す
る
。
今
回
提
示
す
る
三
九
条
の
内
、
二
九
条
（
五
〇
～
七
八
）
が
『
医

心
方
』
巻
二
六
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
葉
徳
輝
の
集
本
に
見
ら
れ
た
『
医
心

方
』
と
重
複
す
る
『
萬
畢
術
』
は
す
べ
て
巻
二
六
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
れ

た
い
。

［

］
42【

原
文
】

『
千
金
方
』
。
金
創
血
出
不
止
、
唾
之
、
咒
曰
「
厶
甲
、
今
日
不
良
、
爲
其
所

傷
。
上
告
天
皇
、
下
告
地
王
。
淸
血
莫
流
、
濁
血
莫
揚
。
良
藥
百
裹
、
不
如
熟

唾
。
」
日
二
七
度
、
唾
之
來
止
。
（
『
醫
心
方
』
卷
十
八
・
治
金
創
血
出
不
止
方

第
九
）

【
書
き
下
し
】

『
千
金
方
』
。
金
創
に
血
出
で
て
止
ま
ず
ん
ば
、
之
に
唾
し
、
呪
し
て
曰
く
「
厶
甲

そ
れ
が
し

〔
①
〕
、
今
日
良
か
ら
ず
、
其
の
傷
つ
く
所
と
為
る
。
上
は
天
皇
に
告
げ
、
下
は

地
王
に
告
ぐ
。
清
血
流
る
こ
と
な
か
れ
、
濁
血
揚
が
る
こ
と
な
か
れ
。
良
薬
百

裹
あ
れ
ど
も
、

熟

に
唾
す
る
に
如
か
ず
」
と
。
日
に
二
七
度
、
之
に
唾
す
れ

ね
ん
ご
ろ

ば
即
ち
止
む
。〔
②
〕

【
注
】

①

「
厶
」
は
「
某
」
に
同
じ
。
「
甲
」
は
呪
文
を
唱
え
る
人
の
名
が
入
る
。

②

注
に
「
今
案
、
『
如
意
方
』
作
若
神
唾
。（
今
案
ず
る
に
、
『
如
意
方
』
は
「
神

唾
の
ご
と
し
」
に
作
る
）
」
と
あ
り
、
『
如
意
方
』
に
同
文
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
な
お
原
本
は
「
神
若
唾
」
に
作
る
が
、
札
記
が
「
若
神
唾
」
と
訂
正

し
て
お
り
、
そ
れ
に
従
っ
た
。

【
現
代
語
訳
】

『
千
金
方
』
。
金
属
に
よ
る
傷
で
流
血
が
止
ま
ら
な
い
時
は
、
傷
口
に
唾
を
吐

き
付
け
、
呪
し
て
「
私
□
□
は
今
日
良
く
あ
り
ま
せ
ん
、
そ
の
た
め
傷
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
上
は
天
皇
に
告
げ
、
下
は
地
王
に
告
げ
ま
す
。
清
い

血
が
流
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
濁
っ
た
血
が
揚
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。

良
い
薬
が
多
く
あ
っ
て
も
、
し
っ
か
り
と
唾
を
付
け
る
こ
と
に
は
及
び
ま
せ
ん
」
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と
言
う
。
一
日
に
十
四
回
傷
口
に
唾
を
吐
き
付
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
血
は
止
ま
る
。

【
補
】

○

「
唾
」
と
「
呪
（
唾
の
効
力
を
高
め
る
）
」
を
併
用
し
た
呪
術
系
療
法
で
あ
る
。

○

『
萬
畢
術
』
に
も
唾
を
使
用
す
る
用
例
（
二
〇
）
、
呪
を
唱
え
る
用
例
（
四

六
）
は
見
え
る
が
、
両
者
を
併
用
す
る
例
は
な
い
。

［

］
43【

原
文
】

『
如
意
方
』
。
去
黑
子
方
。
烏
賊
魚
骨
・
細
辛
・
栝
樓
・
干
薑
・
蜀
椒
・
瓜
蔕
、

分
等
、
苦
酒
漬
三
日
。
牛
髄
一
斤
、
煎
乱
色
絞
、
以
裝
面
。
令
白
悦
、
去
黑
子
。

（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
一
・
治
婦
人
面
上
黑
子
方
第
三
）

【
書
き
下
し
】

『
如
意
方
』
。
黒
子
〔
①
〕

を
去
る
方
。
烏
賊
魚
骨
・
細
辛
・
栝
楼
・
干
薑
・

蜀
椒
・
瓜
蔕
〔
②
〕

も
て
、
分
等
し
、
苦
酒
〔
③
〕

も
て
漬
く
る
こ
と
三
日
。
牛

髄
一
斤
も
て
、
黄
色
に
煎
じ
て
絞
り
、
以
て
面
に
装
す
。
白
悦
し
〔
④
〕

黒
子
を

去
ら
し
む
。

【
注
】

①

ホ
ク
ロ
。

②

順
に
コ
ウ
イ
カ
の
甲
羅
、
ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ン
（
ミ
ラ
ノ
ネ
）
、
キ
カ
ラ

ス
ウ
リ
、
乾
燥
さ
せ
た
ハ
ジ
カ
ミ
、
ナ
ル
ハ
ジ
カ
ミ
（
フ
サ
ハ
ジ
カ
ミ
）
、
マ

ク
ワ
ウ
リ
の
蔕
。
こ
の
う
ち
細
辛
と
瓜
蔕
は
『
神
農
本
草
経
』
の
上
薬
に
、

へ
た

烏
賊
魚
骨
は
中
薬
に
、
蜀
椒
は
下
薬
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
細
辛
と

蜀
椒
に
つ
い
て
は
「
死
肌
」
を
治
す
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。

③

醋
（
酢
）
。

④

肌
が
白
く
輝
く
さ
ま
。

【
現
代
語
訳
】

『
如
意
方
』
。
ホ
ク
ロ
を
取
る
方
法
。
コ
ウ
イ
カ
の
甲
羅
、
ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ン
、

キ
カ
ラ
ス
ウ
リ
、
乾
燥
さ
せ
た
ハ
ジ
カ
ミ
、
ナ
ル
ハ
ジ
カ
ミ
、
マ
ク
ワ
ウ
リ
の

蔕
を
準
備
し
て
、
そ
れ
を
同
じ
分
量
ず
つ
酢
に
三
日
間
漬
け
る
。
牛
髄
一
斤
を

準
備
し
て
、（
そ
れ
と
合
わ
せ
て
）
黄
色
く
な
る
ま
で
煮
詰
め
て
か
ら
絞
っ
て
、
顔

に
塗
る
。
白
く
輝
く
肌
に
し
、
ホ
ク
ロ
を
消
す
。

【
補
】

○

医
学
系
療
法
で
あ
る
。

［

］
44【

原
文
】

『
如
意
方
』
云
。
去
胎
術
。
以
守
宮
若
祟
肝
醢
和
、
塗
齊
、
有
子
來
下
。
永

无
復
有
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
二
・
治
任
婦
欲
去
胎
方
第
三
十
七
）

【
書
き
下
し
】

『
如
意
方
』
に
云
ふ
。
胎
を
去
る
術
。
守
宮
〔
①
〕
と
祟
の
肝
の
醢
と
を
和
し
、
齊ほ

ぞ

に
塗
れ
ば
、
子
あ
る
も
即
ち
下
す
。
永
く
復
あ
る
こ
と
な
し
。

【
注
】

①

ヤ
モ
リ
。

【
現
代
語
訳
】

『
如
意
方
』
に
言
う
。
堕
胎
術
。
ヤ
モ
リ
と
ヘ
ビ
の
肝
臓
の
塩
辛
を
混
ぜ
合

わ
せ
て
、
へ
そ
に
塗
れ
ば
、
妊
娠
し
て
い
て
も
、
す
ぐ
に
（
胎
児
は
）
下
る
。
再

び
子
（
が
で
き
る
こ
と
）
は
な
い
。

【
補
】
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○

呪
術
系
医
療
で
あ
る
。

○

『
萬
畢
術
』
二
〇
に
「
守
宮
塗
臍
、
婦
人
無
子
。
〔
注
〕
取
守
宮
一
枚
、
置

甕
中
、
及
蛇
皮
、
以
新
布
密
裹
之
、
懸
于
陰
處
百
日
。
治
守
宮
・
蛇
皮
分
等
、
以

唾
和
之
、
塗
婦
人
臍
。
磨
令
温
、
來
無
子
矣
。
（
守
宮
を
臍
に
塗
れ
ば
、
婦
人

子
な

し
。
〔
注
〕
守
宮
一
枚
を
取
り
て
、
甕
中
に
置
き
、
蛇
皮
を
及
ぼ
し
、
新
布
を
以
て
密
に
之

を
裹
み
、
陰
処
に
懸
く
る
こ
と
百
日
。
守
宮
・
蛇
皮
を
分
等
に
治
め
、
唾
を
以
て
之
を
和
し
、

婦
人
の
臍
に
塗
る
。
磨
き
て
温
か
ら
し
む
れ
ば
、
即
ち
子
な
し
。
）
」
と
あ
る
。
葉
徳
輝
は

『
萬
畢
術
』
の
本
条
に
対
し
、『
醫
心
方
』
は
提
示
し
て
い
な
い
。

［

］
45【

原
文
】

又
。
煮
桃
根
、
令
極
濃
、
以
浴
及
漬
膝
、
胎
下
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
二
・

治
任
婦
欲
去
胎
方
第
三
十
七
）

【
書
き
下
し
】

又
。
桃
の
根
を
煮
て
、
極
め
て
濃
く
せ
し
め
、
以
て
浴
び
て
膝
を
漬
く
る
に

及
べ
ば
、
胎
下
る
。

【
現
代
語
訳
】

又
。
桃
の
根
を
非
常
に
濃
く
煮
出
し
た
汁
を
準
備
し
て
、
そ
れ
を
膝
を
つ
け

る
ほ
ど
に
浴
び
れ
ば
、
胎
児
は
下
る
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
46【

原
文
】

『
如
意
方
』
。
食
宜
男
草
花
、
來
生
男
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
四
・
變
女
爲

男
法
第
四
）

【
書
き
下
し
】

『
如
意
方
』
。
宜
男
草
〔
①
〕

の
花
を
食
へ
ば
、
即
ち
男
を
生
む
。

【
注
】

①

萱
草
（
ワ
ス
レ
グ
サ
）
の
異
名
。

【
現
代
語
訳
】

『
如
意
方
』
。
ワ
ス
レ
グ
サ
の
花
を
食
べ
れ
ば
、
す
ぐ
に
男
の
子
を
生
む
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

○

「
宜
男
（
宜
し
く
男
な
る
べ
し
）
」
と
い
う
名
称
に
因
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
次
の[

]

も
同
じ
。

47

［

］
47【

原
文
】

一
云
。
任
身
時
帶
之
、
來
生
男
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
四
・
變
女
爲
男
法
第

四
）【

書
き
下
し
】

一
に
云
ふ
。
任
身
〔
①
〕

の
時
に
之
〔
②
〕

を
帯
び
れ
ば
、
即
ち
男
を
生
む
。

【
注
】

①

「
任
身
」
は
「
妊
娠
」
に
同
じ
。

②

宜
男
草
の
花
。
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【
現
代
語
訳
】

一
に
い
う
。
妊
娠
中
に
（
ワ
ス
レ
グ
サ
の
花
を
）
身
に
つ
け
て
い
れ
ば
、
す
ぐ

に
男
の
子
を
生
む
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
48【

原
文
】

又
方
。
用
烏
鷄
左
翼
毛
廿
枚
、
置
女
人
席
下
、
來
男
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
十

四
・
變
女
爲
男
法
第
四
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
烏
鶏
の
左
翼
の
毛
廿
枚
を
用
て
、
女
人
の
席
の
下
に
置
け
ば
、
即
ち

も
つ

男
あ
り
〔
①
〕
。

【
注
】

①

巻
二
四
第
四
の
流
れ
か
ら
、
「
即
男
」
を
「
男
の
子
を
生
む
」
と
解
し
て
お

く
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
黒
い
鶏
の
左
の
翼
の
羽
二
十
枚
を
準
備
し
て
、（
そ
れ
を
）
女
性
の
敷

物
の
下
に
置
け
ば
、
す
ぐ
に
男
の
子
を
生
む
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
49【

原
文
】

又
方
。
取
雄
鴨
翅
毛
二
枚
、
着
婦
人
臥
蔣
下
。
勿
令
知
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二

十
四
・
變
女
爲
男
法
第
四
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
雄
鴨
の
翅
毛
〔
①
〕
二
枚
を
取
り
て
、
婦
人
の
臥
蒋
の
下
に
着
く
〔
②
〕
。

知
ら
し
む
る
な
か
れ
。

【
注
】

①

鳥
の
翼
の
羽
。

②

巻
二
四
第
四
の
流
れ
か
ら
、
上
記
の
処
方
で
男
の
子
を
生
む
と
解
し
て
お

く
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
雄
鴨
の
羽
二
枚
を
取
り
、
婦
人
の
ベ
ッ
ド
の
下
に
置
く
。（
す
ぐ
に
男

の
子
を
生
む
。
）
知
ら
れ
て
は
い
け
な
い
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
50【

原
文
】

『
如
意
方
』
云
。
欲
得
美
色
細
腰
術
。
三
樹
桃
花
陰
干
、
下
篩
。
先
飯
、
日

三
、
服
方
寸
匕
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
六
・
美
色
方
第
二
）

【
書
き
下
し
】

『
如
意
方
』
に
云
ふ
。
美
色
細
腰
を
得
ん
と
欲
す
る
術
。
三
樹
桃
の
花
〔
①
〕

も
て
陰
干
し
、
篩
に
下
す
。
飯
す
る
に
先
だ
ち
て
、
日
に
三
た
び
、
方
寸
匕
を

ふ
る
い
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服
す
。

【
注
】

①

ひ
と
ま
ず
三
本
の
桃
の
木
に
咲
い
た
花
と
解
し
て
お
く
が
、「
三
」
に
は
東

方
の
意
も
あ
り
、
そ
の
場
合
、
桃
の
木
の
東
方
に
の
び
た
枝
に
咲
い
て
い
る

花
と
な
る
。
こ
こ
で
後
者
の
意
を
取
ら
な
か
っ
た
の
は
、『
萬
畢
』
の
場
合
、

「
東
方
」
と
明
示
す
る
こ
と
に
よ
る
。
た
だ
し
、
「
三
」
を
東
方
と
す
る
用
例

は
『
黄
帝
内
経
素
問
』
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
東
方
と
す
る
解
釈
も
否
定
で

き
な
い
。

【
現
代
語
訳
】

『
如
意
方
』
に
言
う
。
細
い
腰
の
美
人
に
な
る
術
。
三
本
の
桃
の
花
を
準
備

し
て
、
そ
れ
を
陰
干
し
し
て
、（
搗
い
て
粉
末
に
し
て
）
篩
に
か
け
る
。
一
日
三
回

食
前
に
方
寸
匙
で
一
杯
分
を
服
用
す
る
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
51【

原
文
】

悅
面
術
。
杏
人
一
升
・
胡
麻
去
皮
搗
屑
五
升
、
合
膏
煎
、
去
滓
。
内
麻
子
人

半
升
更
煎
、
彈
々
正
白
下
之
。
以
脂
面
、
令
耐
寒
、
白
悅
光
明
。
致
神
女
下
。

（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
六
・
美
色
方
第
二
）

【
書
き
下
し
】

悦
面
術
。
杏
人
一
升
・
胡
麻
の
皮
〔
①
〕

を
去
り
て
搗
き
し
屑
五
升
、
合
し
て

膏
と
煎
じ
、
滓
を
去
る
。
麻
子
人
〔
②
〕

半
升
を
内
れ
更
に
煎
じ
、
殫
々
〔
③
〕

正
白
に
し
て
之
を
下
す
。
以
て
面
に
脂
す
れ
ば
、
寒
さ
に
耐
へ
、
白
悦
光
明
な

ら
し
む
。
神
女
を
致
し
下
す
が
ご
と
し
。

【
注
】

①

杏
人
（
仁
）
は
『
神
農
本
草
経
』
の
下
薬
に
、
胡
麻
は
上
薬
に
記
載
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
胡
麻
に
つ
い
て
は
「
肌
肉
を
長
ず
」
と
い
う
記
述
が
見
え

る
。

②

麻
の
種
の
仁
。

③

札
記
に
よ
り
「
彈
」
を
「
殫
」
に
改
め
た
。
「
殫
殫
」
は
こ
と
ご
と
く
、
あ

ま
ね
く
。

【
現
代
語
訳
】

顔
色
を
よ
く
す
る
術
。
杏
仁
一
升
と
、
皮
を
取
り
除
き
粉
末
に
し
た
胡
麻
五

升
を
準
備
し
て
、
そ
れ
を
脂
肪
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
煮
詰
め
、
滓
を
取
る
。
麻
の

種
の
仁
半
斤
を
入
れ
、
さ
ら
に
煮
詰
め
、
こ
と
ご
と
く
白
く
な
っ
た
ら
火
か
ら

下
ろ
す
。
こ
れ
を
顔
に
塗
る
と
、
寒
さ
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
白
く
輝

く
肌
に
な
る
。
神
女
が
降
り
て
き
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

【
補
】

○

医
学
系
処
方
で
あ
る
。

○

『
萬
畢
術
』
一
六
に
も
「
悦
面
術
」
の
記
載
は
あ
る
が
、
『
太
平
御
覧
』
巻

九
五
九
及
び
『
経
史
証
類
本
草
』
巻
一
二
に
よ
る
。
葉
徳
輝
は
『
醫
心
方
』

巻
二
六
が
引
く
『
葛
氏
方
』
を
提
示
し
て
い
る
。
参
考
と
し
て
両
文
を
挙
げ

て
お
く
。

『
萬
畢
術
』
一
六
「
蘖
令
面
悦
。
〔
注
〕
取
蘖
葉
・
三
寸
土
・
瓜
三
枚
・
大
棗

七
枚
、
膏
和
塗
面
、
不
得
四
五
日
、
立
悦
矣
。
先
以
湯
洗
面
、
乃
傅
藥
。（

蘖
ひ
こ
ば
え

は
面
を
し
て
悦
せ
し
む
。[

注]

蘖

の
葉
三
寸
・
土
瓜
三
枚
・
大
棗
七
枚
を
取
り
て
、

ひ
こ
ば
え

膏
も
て
和
し
て
面
に
塗
れ
ば
、
四
五
日
を
得
ず
し
て
立
ち
ど
こ
ろ
に
悦
す
。
先
づ
湯
を
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以
て
面
を
洗
ひ
、
乃
ち
薬
を
傅
く
。
）
」

『
葛
氏
方
』
「
蘖
末
酒
和
塗
面
。
厚
粉
上
、
勿
令
見
風
。
三
日
來
白
。（
蘖
の
末

を
酒
と
和
し
て
面
に
塗
る
。
厚
く
上
に
粉
し
て
、
風
を
見
し
む
る
こ
と
な
か
れ
。
三
日
に
し
て

即
ち
白
し
。
）
」（
『
醫
心
方
』
巻
二
六
所
引
）

［

］
52【

原
文
】

『
葛
氏
方
』
云
。
令
人
身
體
香
方
。
白
覬
・
薫
草
・
杜
若
・
薇
銜
・
蒿
本
、

凡
等
分
、
末
、
蜜
和
。
旦
服
如
梧
子
三
丸
、
暮
四
丸
。
廿
日
身
香
。（
『
醫
心
方
』

卷
二
十
六
・
芳
氣
方
第
三
）

【
書
き
下
し
】

『
葛
氏
方
』
に
云
ふ
。
人
の
身
体
を
し
て
香
ら
し
む
る
方
。
白
覬
・
薫
草
・

杜
若
・
薇
銜
・
蒿
本
〔
①
〕

も
て
、
凡
そ
等
分
し
、
末
に
し
、
蜜
も
て
和
す
。
旦

に
梧
子
〔
②
〕

の
如
き
三
丸
を
服
し
、
暮
に
四
丸
。
廿
日
に
し
て
身
香
る
〔
③
〕
。

【
注
】

①

順
に
、
ハ
ナ
ウ
ド
、
蹼
草
（
カ
オ
リ
グ
サ
）
、
ヤ
ブ
シ
ョ
ウ
ガ
、
ヤ
ブ
レ
ガ

サ
、
ソ
ラ
シ
。
こ
の
う
ち
白
覬
・
杜
若
・
薇
銜
・
蒿
本
は
『
神
農
本
草
経
』

の
中
薬
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

②

梧
桐
（
ア
オ
ギ
リ
）
の
実
。

③

注
に
「
今
案
ず
る
に
、
『
如
意
方
』
に
云
ふ
。「
昔
候
、
昭
公

此
の
薬
を

服
し
、
人
の
上
に
坐
す
れ
ば
、
一
座
悉
く
香
る
」
と
。（
今
案
、『
如
意
方
』
云
。

昔
候
昭
公
服
此
藥
、
坐
人
上
、
一
座
悉
香
。
）
」
と
あ
り
、
『
如
意
方
』
に
同
文
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

【
現
代
語
訳
】

『
葛
氏
方
』
に
言
う
。
人
の
体
を
香
ら
せ
る
方
法
。
ハ
ナ
ウ
ド
、
カ
オ
リ
グ

サ
、
ヤ
ブ
シ
ョ
ウ
ガ
、
ヤ
ブ
レ
ガ
サ
、
ソ
ラ
シ
を
準
備
し
て
、
そ
れ
ら
を
等
分

し
、
粉
末
に
し
て
蜜
と
混
ぜ
合
わ
せ
る
。
朝
に
ア
オ
ギ
リ
の
実
ぐ
ら
い
の
（
大

き
さ
の
）
丸
薬
（
に
し
て
、
そ
れ
）
を
三
粒
、
夕
方
に
四
粒
服
用
す
る
。
二
〇
日

で
体
が
い
い
香
り
に
な
る
。

【
補
】

○

医
学
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
53【

原
文
】

『
如
意
方
』
云
。
香
身
術
。
瓜
子
・
松
皮
・
披
大
棗
〔
①
〕
、
分
等
、
末
。
服

方
寸
匕
、
日
再
。
衣
被
香
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
六
・
芳
気
方
第
三
）

【
書
き
下
し
】

『
如
意
方
』
に
云
ふ
。
香
身
の
術
。
瓜
子
・
松
皮
・
披
き
し
大
棗
も
て
、
分

ひ
ら

等
し
、
末
に
す
。
方
寸
匕
を
服
す
こ
と
、
日
に
再
び
す
。
衣

香
を
被
る
。

【
注
】

①

大
棗
は
『
神
農
本
草
経
』
の
上
薬
に
記
載
が
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

『
如
意
方
』
に
い
う
。
体
を
香
ら
せ
る
術
。
瓜
の
種
、
松
の
皮
、
開
い
て
乾

燥
し
た
ナ
ツ
メ
の
実
を
準
備
し
て
、
そ
れ
を
等
分
し
、
粉
末
に
し
て
、
一
日
二

回
、
方
寸
匙
で
一
杯
分
ず
つ
を
服
用
す
る
。
衣
服
が
香
る
よ
う
に
な
る
。

【
補
】

○

医
学
系
処
方
で
あ
る
。
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［

］
54【

原
文
】

『
如
意
方
』
云
。
令
人
不
惛
忘
術
。
菖
蒲
・
遠
志
・
茯
苓
、
分
等
、
末
。
服

方
寸
匕
、
日
三
。（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
六
・
益
智
方
第
四
）

【
書
き
下
し
】

『
如
意
方
』
に
云
ふ
。
人
を
し
て
惛
忘
〔
①
〕

せ
ざ
ら
し
む
る
術
。
菖
蒲
・
遠

志
・
茯
苓
〔
②
〕

も
て
、
分
等
し
、
末
に
す
。
方
寸
匕
を
服
す
こ
と
、
日
に
三
た

び
す
。

【
注
】

①

頭
が
呆
け
て
物
忘
れ
を
す
る
こ
と
。

②

順
に
シ
ョ
ウ
ブ
・
ヒ
メ
ハ
ギ
・
マ
ツ
ホ
ド
。
い
ず
れ
も
『
神
農
本
草
経
』

の
上
薬
に
記
載
が
あ
る
。
菖
蒲
と
遠
志
に
つ
い
て
は
、
「
不
忘
」
の
記
述
が
見

え
る
。

【
現
代
語
訳
】

『
如
意
方
』
に
い
う
。
物
忘
れ
を
防
ぐ
術
。
シ
ョ
ウ
ブ
、
ヒ
メ
ハ
ギ
、
マ
ツ

ホ
ド
を
準
備
し
て
、
そ
れ
を
等
分
し
、
粉
末
に
す
る
。（
そ
れ
を
）
一
日
三
回
方

寸
匙
の
一
杯
分
を
服
用
す
る
。

【
補
】

○

医
学
系
療
法
で
あ
る
。

［

］
55【

原
文
】

『
如
意
方
』
云
。
令
人
相
愛
術
。
取
履
下
土
作
三
丸
、
密
着
席
下
。
佳
。（
『
醫

心
方
』
卷
二
十
六
・
相
愛
方
第
五
）

【
書
き
下
し
】

『
如
意
方
』
に
云
ふ
。
人
を
し
て
相
愛
せ
し
む
る
術
。
履
下
の
土
〔
①
〕

を
取

り
て
三
丸
を
作
り
、
密
に
席
下
に
着
く
。
佳
し
。

ひ
そ
か

【
注
】

①

踏
ん
で
い
た
土
、
或
い
は
靴
底
に
付
着
し
て
い
た
土
、
い
ず
れ
と
も
と
れ

る
が
、
と
り
あ
え
ず
後
者
で
解
釈
し
て
お
く
。

【
現
代
語
訳
】

『
如
意
方
』
に
い
う
。
人
を
相
愛
さ
せ
る
術
。
靴
底
に
付
着
し
て
い
た
土
を

取
り
、
丸
薬
を
三
つ
作
る
。
そ
れ
を
こ
っ
そ
り
敷
物
の
下
に
入
れ
て
お
く
。
効

果
が
あ
る
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
56【

原
文
】

又
方
。
戊
子
日
、
取
鵲
厥
屋
下
土
、
燒
作
屑
、
以
酒
共
服
、
使
夫
婦
相
愛
。

（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
六
相
愛
方
第
五
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
戊
子
の
日
、
鵲
の
巣
屋
の
下
の
土
を
取
り
、
焼
き
て
屑
と
作
し
、
酒

な

を
以
て
共
に
服
せ
ば
、
夫
婦
を
し
て
相
愛
せ
し
む
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
戊
子
の
日
に
、
鵲
の
巣
の
中
の
下
の
方
に
あ
る
土
を
準
備
し
て
、（
そ

れ
を
）
焼
い
て
粉
状
に
し
、
酒
と
一
緒
に
夫
婦
で
飲
め
ば
、
夫
婦
を
相
愛
に
さ

せ
る
。

『淮南萬畢術』拾遺（三）（有馬）



58

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

○

『
淮
南
萬
畢
術
』
九
に
「
鵲
腦
令
人
相
思
。
〔
注
〕
取
雌
雄
鵲
各
一
、
燔
之

四
蕈
艷
。
丙
寅
日
與
人
共
飮
酒
、
置
腦
酒
中
、
則
相
思
也
。（
鵲
の
脳
は
人
を

し
て
相
思
は
し
む
。
〔
注
〕
雌
雄
の
鵲
各
一
を
取
り
、
之
を
四
道
通
に
燔
く
。
丙
寅
の

日
に
人
と
共
に
飲
酒
す
る
に
、
脳
を
酒
中
に
置
け
ば
、
則
ち
相
思
は
し
む
。
）
」
と
あ

る
。

［

］
57【

原
文
】

又
方
。
取
婦
人
頭
髪
廿
枚
燒
、
置
所
眠
床
席
下
、
來
夫
婦
相
愛
。（
『
醫
心
方
』

卷
二
十
六
・
相
愛
方
第
五
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
婦
人
の
頭
髪
〔
①
〕

廿
枚
を
取
り
て
焼
き
、
眠
む
る
所
の
床
席
の
下
に

置
け
ば
、
即
ち
夫
婦
相
愛
す
。

【
注
】

①

『
神
農
本
草
経
』
の
上
薬
に
記
載
が
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
婦
人
の
頭
髪
を
二
十
本
取
っ
て
焼
き
、
そ
れ
を
（
妻
が
）
眠
っ
て
い

る
ベ
ッ
ド
の
下
に
置
く
と
、
す
ぐ
に
夫
婦
相
愛
と
な
る
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
58【

原
文
】

『
如
意
方
』
云
。
令
人
相
畜
術
。
取
馬
髪
・
犬
毛
、
置
夫
婦
床
中
、
來
相
畜
。

（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
六
相
愛
方
第
五
）

【
書
き
下
し
】

『
如
意
方
』
に
云
ふ
。
人
を
し
て
相
憎
ま
し
む
術
。
馬
髪
・
犬
毛
を
取
り
て
、

夫
婦
の
床
中
に
置
け
ば
、
即
ち
相
憎
む
。

【
現
代
語
訳
】

『
如
意
方
』
に
い
う
。
人
を
互
い
に
憎
ま
せ
る
術
。
馬
の
た
て
髪
と
犬
の
毛

を
準
備
し
て
、
そ
れ
を
夫
婦
の
ベ
ッ
ド
の
中
に
置
け
ば
、
す
ぐ
に
（
そ
の
夫
婦
は
）

仲
違
い
す
る
。

【
補
】

○

呪
術
的
処
方
で
あ
る
。

○

『
淮
南
萬
畢
術
』
三
九
に
「
馬
毛
犬
尾
、
親
友
自
絶
。〔
注
〕
取
馬
毛
犬
尾
、

置
朋
友
衣
中
、
若
夫
婦
衣
中
。
自
相
畜
矣
。（
馬
毛
・
犬
尾
は
、
親
友
を
し
て
自

ず
か
ら
絶
た
し
む
。
〔
注
〕
馬
毛
・
犬
尾
を
取
り
て
、
朋
友
の
衣
の
中
、
若
し
く
は
夫

も

婦
の
衣
の
中
に
置
く
。
自
ず
か
ら
相
憎
む
。
）
」
と
あ
る
。
『
萬
畢
術
』
で
は
（
文
）

が
親
友
、
（
注
）
が
夫
婦
と
な
っ
て
い
る
。
『
如
意
方
』
は
『
萬
畢
術
』
の
注

に
等
し
い
。

［

］
59【

原
文
】

又
云
。
令
人
不
思
術
。
遠
行
、
懷
竈
土
、
不
思
故
郷
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
十

六
相
愛
方
第
五
）
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【
書
き
下
し
】

又
云
ふ
。
人
を
し
て
思
は
ざ
ら
し
む
る
術
。
遠
行
す
る
に
、
竈
の
土
を
懐
に

せ
ば
、
故
郷
を
思
は
ず
。

【
現
代
語
訳
】

又
い
う
。
人
を
思
わ
な
く
さ
せ
る
術
。
遠
く
へ
行
く
時
、
竈
の
土
を
懐
に
入

れ
て
持
っ
て
い
け
ば
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
か
か
ら
な
い
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

○

『
淮
南
萬
畢
術
』
六
に
「
竈
之
土
不
思
故
郷
。〔
注
〕
取
竈
前
三
寸
方
半
寸
、

取
中
土
持
之
、
遠
出
令
人
不
思
故
郷
。（
竈
の
土
は
故
郷
を
思
は
ず
。
〔
注
〕
竈
の

前
の
三
寸
方
半
寸
を
取
り
て
、
中
の
土
を
取
り
て
之
を
持
て
ば
、
遠
く
に
出
づ
る
も
、

人
を
し
て
故
郷
を
思
は
ざ
ら
し
む
。
）
」
と
あ
る
。

［

］
60【

原
文
】

『
如
意
方
』
。
止
淫
術
。
三
歳
白
雄
鷄
兩
足
距
、
燒
末
。
與
女
人
飮
之
。
淫
來

止
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
六
・
相
愛
方
第
五
）

【
書
き
下
し
】

『
如
意
方
』
。
淫
を
止
む
る
術
。
三
歳
の
白
雄
鶏
の
両
足
の
距
〔
①
〕

も
て
、

焼
き
て
末
に
す
。
女
人
に
与
へ
て
之
を
飲
ま
し
む
。
淫
即
ち
止
む
。

【
注
】

①

鶏
の
蹴
爪
。

【
現
代
語
訳
】

『
如
意
方
』
。
淫
行
を
止
む
る
術
。
三
歳
の
白
い
雄
鶏
の
両
足
の
蹴
爪
を
準
備

し
て
、
そ
れ
を
焼
い
て
粉
末
に
し
、
女
性
に
与
え
て
飲
ま
せ
る
。
淫
行
は
す
ぐ

に
止
ま
る
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
61【

原
文
】

又
云
。
欲
令
淫
婦
一
心
方
。
取
牡
荊
實
、
與
呑
之
、
則
一
心
矣
。（
『
醫
心
方
』

卷
二
十
六
・
相
愛
方
第
五
）

【
書
き
下
し
】

又
云
ふ
。
淫
婦
を
し
て
一
心
な
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
方
。
牡
荊
〔
①
〕

の
実
を

取
り
て
、
与
へ
て
之
を
呑
ま
し
め
ば
、
則
ち
一
心
な
り
。

【
注
】

①

ニ
ン
ジ
ン
ボ
ク
。

【
現
代
語
訳
】

又
い
う
。
淫
乱
な
女
性
を
一
途
に
す
る
方
法
。
ニ
ン
ジ
ン
ボ
ク
の
実
を
採
っ

て
女
性
に
与
え
飲
ま
せ
る
と
、
一
途
に
な
る
。

【
補
】

○

医
学
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
62【

原
文
】

又
云
。
屑

□陰

屑

□陽

。
陽
符
。
朱
書
之
、
入
心
。
屑

□陽

屑

□陰

。
陰
符
。
此
欲
絶
淫
菷
、
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入
腎
。
朱
書
之
可
服
。
此
二
符
、
以
丹
塗
竹
裏
白
淫
令
赤
、
乃
以
空
靑
書
符
、

呑
之
。
淫
來
絶
矣
。（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
六
・
相
愛
方
第
五
）

【
書
き
下
し
】

又
云
。
屑

□陰

屑

□陽

。
陽
符
。
之
を
朱
書
し
て
、
心
に
入
る
。
屑

□陽

屑

□陰

。
陰
符
。

此
れ
淫
情
を
絶
た
ん
と
欲
す
れ
ば
、
腎
に
入
る
。
之
を
朱
書
し
て
服
す
べ
し
。

此
の
二
符
は
、
丹
を
以
て
竹
の
裏
の
白
淫
〔
①
〕

に
塗
り
て
赤
く
な
ら
し
め
、
乃

ち
空
青
〔
②
〕

を
以
て
符
に
書
し
て
、
之
を
呑
む
。
淫
即
ち
絶
す
。

【
注
】

①

竹
の
中
の
白
い
薄
皮
。

②

藍
銅
鉱
。
『
神
農
本
草
経
』
の
上
薬
に
記
載
が
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

又
い
う
。
屑

□陰

屑

□陽

。
陽
の
御
札
。
こ
れ
を
朱
書
き
し
て
、
心
臓
の
所
に
あ
て

る
。
屑

□陽

屑

□陰

。
陰
の
御
札
。
こ
れ
は
淫
情
を
絶
や
し
た
い
と
思
っ
た
ら
、
腎
臓

の
所
に
あ
て
る
。
朱
書
き
し
て
服
用
す
る
。
こ
の
二
種
の
御
札
は
竹
の
中
の
白

い
薄
皮
を
丹
で
赤
く
染
め
、
空
青
で
お
札
の
文
字
を
書
く
。
こ
れ
を
飲
め
ば
、

浮
気
心
は
な
く
な
る
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
63【

原
文
】

又
云
。
驗
淫
術
。
五
月
五
日
若
七
月
七
日
、
取
守
宮
、
張
其
口
、
食
以
丹
。

斎
腹
下
赤
止
、
瓮
中
陰
干
。
百
日
出
、
少
々
冶
之
。
付
女
身
、
拭
、
終
不
去
、

若
有
陰
陽
事
、
便
招
。
曰
、
守
宮
蝘
蜒
也
、
牝
牡
新
交
三
枚
、
良
之
。
（
『
醫
心

方
』
卷
二
十
六
相
愛
方
第
五
）

【
書
き
下
し
】

又
い
う
。
淫
を
験
す
る
術
。
五
月
五
日
、
若
し
く
は
七
月
七
日
、
守
宮
を
取

り
て
其
の
口
を
張
り
、
食
は
す
に
丹
を
以
て
す
。
腹
下
の
赤
く
な
る
を
視
れ
ば

止
め
、
瓮
中
に
陰
干
し
す
。
百
日
に
し
て
出
だ
し
、
少
々

之
を
冶
す
。
女
の
身

に
付
け
、
拭
へ
ば
、
終
に
去
ら
ず
。
若
し
陰
陽
の
事
あ
ら
ば
、
便
ち
脱
す
。
曰

く
〔
①
〕
「
守
宮
は
莓
蜒
な
り
。
牝
牡
の
新
た
に
交
わ
る
も
の
三
枚
、
之
を
良
と

え
ん
え
ん

す
」
と
。

【
注
】

①

文
意
よ
り
、
ひ
と
ま
ず
「
注
曰
」
と
し
て
解
釈
し
て
お
く
。

【
現
代
語
訳
】

又
い
う
。
淫
行
を
確
か
め
る
術
。
五
月
五
日
、
或
い
は
七
月
七
日
に
、
ヤ
モ

リ
を
準
備
し
て
、
そ
の
口
を
張
り
、
丹
を
食
べ
さ
せ
る
。
腹
の
下
が
赤
く
な
っ

て
き
た
ら
止
め
、
カ
メ
の
中
に
入
れ
て
陰
干
し
す
る
。
百
日
た
っ
た
ら
出
し
、

少
し
だ
け
練
り
上
げ
る
。
そ
れ
を
女
の
肌
に
付
け
て
拭
へ
ば
、（
そ
の
赤
い
色
は
）

と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
し
男
女
の
交
わ
り
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、（
赤
い
色
は
）

消
え
て
し
ま
う
。（
注
に
）
い
う
「
守
宮
は
莓
蜒
で
あ
る
。
新
た
に
交
尾
し
た
雌

え
ん
え
ん

雄
を
（
そ
れ
ぞ
れ
）
三
匹
が
、
効
果
が
あ
る
」
と
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

○

『
萬
畢
術
』
二
一
に
「
守
宮
禮
女
臂
有
文
章
。
〔
注
〕
取
守
宮
新
合
陰
陽
者

牝
牡
各
一
、
藏
之
瓮
中
、
陰
乾
百
日
。
以
禮
女
臂
、
則
生
文
章
。
與
男
子
合
陰

陽
輒
滅
去
。
（
守
宮
も
て
女
の
臂
に
飾
れ
ば
文
章
あ
り
。
〔
注
〕
守
宮
の
新
た
に
陰
陽

東洋古典學研究 第 43集 2017



61

を
合
せ
し
者
牝
牡
各
一
を
取
り
て
、
之
を
甕
中
に
蔵
し
、
陰
乾
す
る
こ
と
百
日
。
以
て
女

の
臂
に
飾
れ
ば
、
則
ち
文
章
を
生
ず
。
男
子
と
陰
陽
を
合
せ
ば
輒
ち
滅
去
す
。
）
」
と
あ
る
。

『
萬
畢
術
』
の
（
文
）
と
（
注
）
が
融
合
し
て
『
如
意
方
』
の
文
が
作
ら
れ
、

さ
ら
に
期
日
指
定
の
要
素
が
付
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

［

］
64【

原
文
】

又
云
。
白
馬
右
足
下
土
、
著
婦
人
所
臥
席
床
下
。
勿
令
知
。
自
呼
外
夫
姓
名

也
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
六
・
相
愛
方
第
五
）

【
書
き
下
し
】

又
云
ふ
。
白
馬
の
右
足
の
下
の
土
も
て
、
婦
人
の
臥
せ
し
所
の
席
床
の
下
に

著
く
。
知
ら
し
む
る
な
か
れ
。
自
ら
外
夫
の
姓
名
を
呼
ぶ
な
り
。

【
現
代
語
訳
】

又
い
う
。
白
馬
の
右
足
の
下
の
土
を
準
備
し
て
、
妻
が
寝
て
い
る
ベ
ッ
ド
の

下
に
付
け
て
お
く
。（
妻
に
）
知
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。（
妻
が
）
浮
気
相
手
の
名

前
を
言
う
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

○

『
萬
畢
術
』
一
五
に
自
白
剤
に
関
す
る
用
例
が
見
え
る
。

［

］
65【

原
文
】

『
如
意
方
』
云
。
止
妬
術
。
可
以
牡
薏
苡
二
七
枚
、
與
呑
之
。
牡
薏
苡
、
相

重
者
、
是
也
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
六
・
相
愛
方
第
五
）

【
書
き
下
し
】

『
如
意
方
』
に
云
ふ
。
妬
を
止
む
る
術
。
牡
の
薏
苡
〔
①
〕

二
七
枚
を
以
て
、

与
へ
て
之
を
呑
ま
し
む
べ
し
。
牡
の
薏
苡
と
は
、
相
重
な
る
者
、
是
な
り
。

【
注
】

①

ハ
ト
ム
ギ
。
記
載
は
な
い
が
、
そ
の
仁
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
『
神
農
本
草

経
』
の
上
薬
に
記
載
が
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

『
如
意
方
』
に
い
う
。
嫉
妬
を
止
め
る
術
。
牡
の
ハ
ト
ム
ギ
（
の
実
）
を
十

四
個
を
準
備
し
て
、
そ
れ
を
飲
ま
せ
れ
ば
よ
い
。
牡
の
薏
苡
と
は
互
い
に
重
な

っ
て
い
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
66【

原
文
】

又
方
云
。
其
月
布
嚢
蝦
蟇
一
枚
、
盛
著
瓮
中
、
蓋
之
。
埋
厠
左
、
則
不
用
夫

。

（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
六
・
相
愛
方
第
五
）

【
書
き
下
し
】

又
方
に
云
ふ
。
其
の
月
布
〔
①
〕
も
て
蝦
蟇
一
枚
を
嚢
み
、
瓮
中
に
盛
り
著
け
、

つ
つ

之
に
蓋
す
。
厠
の
左
に
埋
む
れ
ば
、
則
ち
夫
を
用
い
ず
。

【
注
】

①

経
血
の
付
着
し
た
布
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
に
い
う
。（
嫉
妬
す
る
女
性
の
）
経
血
が
付
着
し
た
布
で
ガ
マ
を
一
匹
包
み
、
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カ
メ
の
中
に
置
い
て
ふ
た
を
す
る
。
そ
れ
を
ト
イ
レ
の
左
側
に
埋
め
る
と
、
夫

に
気
を
か
け
な
く
な
る
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

○

『
萬
畢
術
』
七
に
月
布
（
赤
布
）
の
用
例
が
見
え
る
。

［

］
67【

原
文
】

『
如
意
方
』
云
。
埋
牛
角
宅
中
、
富
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
六
・
求
富
方
第

六
）【

書
き
下
し
】

『
如
意
方
』
に
云
ふ
。
牛
角
を
宅
中
に
埋
む
れ
ば
、
富
む
。

【
現
代
語
訳
】

『
如
意
方
』
に
い
う
。
牛
の
角
を
家
の
下
に
埋
め
る
と
、
金
持
ち
に
な
る
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
68【

原
文
】

又
方
。
埋
烏
於
庭
中
、
令
富
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
六
・
求
富
方
第
六
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
烏
を
庭
中
に
埋
む
れ
ば
、
富
ま
し
む
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
烏
を
庭
に
埋
め
る
と
、（
そ
の
人
を
）
金
持
ち
に
さ
せ
る
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
69【

原
文
】

又
方
。
埋
鹿
鼻
舍
角
、
致
財
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
六
・
求
富
方
第
六
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
鹿
の
鼻
を
舎
の
角
に
埋
む
れ
ば
、
財
を
致
す
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
鹿
の
鼻
を
舎
屋
の
角
に
埋
め
る
と
、
財
産
を
な
す
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
70【

原
文
】

又
方
。
埋
鹿
骨
門
中
厠
、
得
錢
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
六
・
求
富
方
第
六
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
鹿
の
骨
を
門
中
の
厠
〔
①
〕

に
埋
む
れ
ば
、
銭
を
得
。

【
注
】

①

「
厠
」
を
便
所
と
解
す
る
と
「
門
中
」
の
表
記
と
合
わ
な
い
の
で
、
こ
こ

で
は
「
側
（
か
た
わ
ら
）
」
と
し
て
解
釈
し
て
お
く
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
鹿
の
骨
を
門
の
内
側
の
あ
た
り
に
埋
め
る
と
、
お
金
を
手
に
入
れ
る

（
こ
と
が
で
き
る
）
。
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【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
71【

原
文
】

又
方
。
五
穀
各
二
升
埋
堂
中
、
聚
錢
財
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
六
・
求
富
方

第
六
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
五
穀
各
お
の
二
升
も
て
堂
中
に
埋
む
れ
ば
、
銭
財
を
聚
む
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
五
穀
を
各
二
升
ず
つ
準
備
し
、
表
座
敷
の
下
に
埋
め
れ
ば
、
銭
や
財

産
を
集
め
る
（
こ
と
が
で
き
る
）
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
72【

原
文
】

又
方
。
李
木
灰
三
斤
、
掘
門
中
三
尺
埋
之
、
令
富
百
倍
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二

十
六
・
求
富
方
第
六
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
李
木
の
灰
三
斤
も
て
、
門
中
三
尺
を
掘
り
て
之
を
埋
む
れ
ば
、
富
を

し
て
百
倍
せ
し
む
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
す
も
も
の
木
の
炭
を
三
斤
準
備
し
、
門
の
深
さ
三
尺
の
所
に
埋
め
る

と
、（
そ
の
人
の
）
富
を
百
倍
に
さ
せ
る
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
73【

原
文
】

又
方
。
立
春
日
、
取
富
家
田
中
土
塗
竈
、
令
人
得
富
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
十

六
・
求
富
方
第
六
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
立
春
の
日
、
富
家
の
田
中
の
土
を
取
り
て
竈
に
塗
れ
ば
、
人
を
し
て

富
を
得
し
む
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
立
春
の
日
に
、
お
金
持
ち
の
家
の
田
の
土
を
採
っ
て
か
ま
ど
に
塗
る

と
、
そ
の
人
に
富
を
手
に
入
れ
さ
せ
る
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
74【

原
文
】

又
方
。
春
甲
午
・
乙
亥
、
夏
丙
辰
・
丁
丑
、
秋
庚
子
・
辛
亥
、
冬
壬
寅
・
癸

卯
、
夜
半
向
北
斗
凸
。
「
欲
得
厶
物
。
」
來
自
得
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
六
・
求

富
方
第
六
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
春
は
甲
午
・
乙
亥
に
、
夏
は
丙
辰
・
丁
丑
に
、
秋
は
庚
子
・
辛
亥
に
、

『淮南萬畢術』拾遺（三）（有馬）
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冬
は
壬
寅
・
癸
卯
に
、
夜
半

北
斗
に
向
ひ
て
祝
す
。
「
厶
物
〔
①
〕

を
得
ん
と
欲

す
」
と
。
即
ち
自
ず
か
ら
得
。

【
注
】

①

こ
こ
で
は
呪
文
を
唱
え
る
者
が
手
に
入
れ
た
い
も
の
を
さ
す
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
春
は
甲
午
・
乙
亥
の
日
に
、
夏
は
丙
辰
・
丁
丑
の
日
に
、
秋
は
庚
子

・
辛
亥
の
日
に
、
冬
は
壬
寅
・
癸
卯
の
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
夜
半
に
北
斗
七
星
に

向
か
っ
て
「
□
□
を
手
に
入
れ
た
い
」
と
呪
文
を
唱
え
る
。
す
ぐ
に
（
欲
し
い
物

が
）
自
然
と
手
に
入
る
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
75【

原
文
】

又
方
。
二
月
上
壬
日
、
取
道
中
土
、
井
花
水
和
爲
泥
、
塗
屋
四
角
、
富
蠶
。

（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
六
・
求
富
方
第
六
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
二
月
上
壬
の
日
、
道
中
の
土
を
取
り
、
井
花
水
〔
①
〕

も
て
和
し
て
泥

と
為
し
、
屋
の
四
角
に
塗
れ
ば
、
蚕
に
富
む
。

【
注
】

①

寅
卯
の
間
（
午
前
四
時
か
ら
六
時
）
に
汲
ん
だ
井
戸
水
の
こ
と
（
李
杲
『
食

物
本
草
』
水
類
に
よ
る
。
）

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
二
月
の
上
壬
日
に
道
の
土
を
採
り
、
朝
一
番
に
井
戸
か
ら
汲
ん
だ
水

と
混
ぜ
て
泥
に
し
、
そ
れ
を
家
屋
の
四
隅
に
塗
る
と
、
蚕
が
増
え
る
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

○

『
萬
畢
術
』
九
九
に
「
二
月
上
壬
日
、
取
道
中
土
・
井
華
水
、
和
藺
蠶
屋
四

冽
、
則
宜
。
蠶
突
名
譛
卅
。（
二
月
上
壬
の
日
、
道
中
の
土
・
井
華
水
を
執
り
て
、

和
し
て
蠶
屋
の
四
冽
に
泥
す
れ
ば
、
則
ち
蠶
に
宜
し
。
蠶
神
、
名
は
譛
卅
。
）
」
と
あ

よ
ろ

え

ん

ゆ

る
。
葉
徳
輝
は
『
萬
畢
術
』
の
本
条
に
対
し
、
『
醫
心
方
』
は
提
示
し
て
い
な

い
。

［

］
76【

原
文
】

『
如
意
方
』
云
。
以
乱
石
六
十
斤
、
置
亥
子
間
地
及
鷄
栖
下
、
宜
六
畜
。（
『
醫

心
方
』
卷
二
十
六
・
求
富
方
第
六
）

【
書
き
下
し
】

『
如
意
方
』
に
云
ふ
。
黄
石
〔
①
〕

六
十
斤
を
以
て
、
亥
子
の
間
の
地
〔
②
〕

及
び
鶏
の
栖
の
下
に
置
け
ば
、
六
畜
〔
③
〕

に
宜
し
。

【
注
】

①

方
解
石
（
カ
ル
サ
イ
ト
）
。

②

亥
子
は
陰
暦
十
月
の
節
日
を
さ
す
が
、
こ
こ
で
は
方
位
を
さ
す
も
の
と
思

わ
れ
る
。

③

六
種
類
の
家
畜
。
馬
・
牛
・
羊
・
豕
・
犬
・
鷄
。

【
現
代
語
訳
】

『
如
意
方
』
に
い
う
。
方
解
石
六
十
斤
を
準
備
し
て
、
そ
れ
を
（
家
の
）
北

北
西
か
ら
北
の
間
の
地
面
、
も
し
く
は
鶏
の
巣
の
下
に
置
け
ば
、
家
畜
に
よ
い
。
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【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
77【

原
文
】

『
如
意
方
』
云
。
雨
不
濕
衣
術
。
取
蜘
蛛
、
置
瓦
甕
中
、
食
以
豕
脂
百
日
。

煞
蜘
蛛
以
塗
手
巾
、
大
雨
不
能
濡
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
六
避
雨
濕
方
第
十
）

【
書
き
下
し
】

『
如
意
方
』
に
云
ふ
。
雨
ふ
る
も
衣
を
湿
め
ら
さ
ざ
る
術
。
蜘
蛛
を
取
り
て
、

瓦
甕
の
中
に
置
き
、
食
は
す
に
豕
脂
を
以
て
す
る
こ
と
百
日
。
蜘
蛛
を
殺
し
て

以
て
手
巾
に
塗
れ
ば
、
大
い
に
雨
ふ
る
も
濡
ら
す
あ
た
は
ず
。

【
現
代
語
訳
】

『
如
意
方
』
に
云
う
。
雨
が
降
っ
て
も
衣
を
濡
ら
さ
な
い
術
。
ク
モ
を
準
備

し
て
、
カ
メ
の
中
に
入
れ
、
ブ
タ
の
脂
を
百
日
間
食
べ
さ
せ
る
。
そ
の
ク
モ
を

殺
し
て
ハ
ン
カ
チ
に
塗
れ
ば
、
激
し
く
雨
が
降
っ
て
も
（
水
を
は
じ
い
て
）
濡
れ

な
い
。

【
補
】

○

科
学
系
処
方
で
あ
る
。

○

『
淮
南
萬
畢
術
』
一
八
に
「
蜘
蛛
塗
布
、
而
雨
自
晞
。
〔
注
〕
取
蜘
蛛
置
甕

中
、
食
以
膏
百
日
。
搬
以
塗
布
、
而
雨
不
能
濡
也
。（
蜘
蛛
は
布
に
塗
れ
ば
、
而
す
な
は

ち
雨
自
ず
か
ら
晞
く
。
〔
注
〕
蜘
蛛
を
取
り
て
甕
中
に
置
き
、
食
は
す
に

膏

を
以
て

お
の

か
わ

あ
ぶ
ら

す
る
こ
と
百
日
。
殺
し
て
以
て
布
に
塗
れ
ば
、
而
ち
雨
ふ
る
も
濡
ら
す
あ
た
は
ざ
る
な

り
。
）
」
と
あ
る
。

［

］
78【

原
文
】

又
方
。
赤
腹
蜘
蛛
二
七
枚
、
搗
取
汁
、
以
染
布
巾
。
以
覆
身
、
來
不
沾
也
。

（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
六
・
避
西
雨
濕
方
第
十
）

【
書
き
下
し
】

又
方
。
赤
腹
の
蜘
蛛
二
七
枚
も
て
、
搗
き
て
汁
を
取
り
、
以
て
布
巾
を
染
む
。

以
て
身
を
覆
へ
ば
、
即
ち
沾
れ
ざ
る
な
り
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
。
腹
の
赤
い
ク
モ
十
四
匹
を
準
備
し
て
、
搗
い
て
汁
を
採
り
、
そ
れ
を

布
地
に
塗
る
。
そ
の
布
で
体
を
覆
う
と
濡
れ
な
い
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

○

前
条
に
示
し
た
『
萬
畢
術
』
一
八
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
が
、
「
赤
腹
蜘
蛛

二
七
枚
」
と
い
う
限
定
が
あ
る
一
方
で
、
百
日
の
間
豚
の
脂
を
食
わ
す
と
い

う
処
方
が
消
失
し
て
お
り
、
前
条
の
科
学
的
な
要
素
が
見
ら
れ
な
い
。

［

］
79【

原
文
】

『
如
意
方
』
。
治
噎
術
。
舂
杵
頭
糠
、
置
手
巾
角
以
拭
歯
、
立
下
。
（
『
醫
心

方
』
卷
二
十
九
・
治
食
噎
不
下
方
第
二
十
七
）

【
書
き
下
し
】

『
如
意
方
』
。
噎
〔
①
〕

を
治
す
術
。
舂
杵
の
頭
の
糠
〔
②
〕

も
て
、
手
巾
の
角

に
置
き
て
以
て
歯
を
拭
へ
ば
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
下
る
。

【
注
】
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①

の
ど
に
食
べ
物
を
詰
ま
ら
せ
る
こ
と
。

②

『
化
書
』
二
（
術
化
）
の
四
（
水
竇
）
に
「
杵
糠
は
以
て
噎
を
療
す
べ
し

（
杵
糠
可
以
療
噎
。
）
」
と
あ
り
、
病
名
も
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
杵

の
頭
部
に
こ
び
り
つ
い
た
糠
と
解
し
て
お
く
。
「
頭
糠
」
を
頭
部
粃
糠
疹
（
フ

ケ
症
）
を
示
す
も
の
と
し
て
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
取
ら
な

い
。

【
現
代
語
訳
】

『
如
意
方
』
。
の
ど
に
食
べ
物
が
詰
ま
っ
た
状
態
を
治
す
術
。
杵
の
頭
部
に
こ

び
り
つ
い
た
糠
を
準
備
し
て
、
ハ
ン
カ
チ
の
隅
に
置
い
て
、
歯
を
拭
う
と
、
す

ぐ
に
（
喉
に
詰
っ
て
い
た
も
の
が
）
落
ち
て
い
く
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

［

］
80【

原
文
】

又
方
。
鸕
鶿
羽
、
燒
、
末
、
水
服
半
錢
上
。
（
『
醫
心
方
』
卷
二
十
九
・
治
食

魚
骨
哽
方
第
四
十
）

【
書
き
下
し
】

又
方
〔
①
〕
。
鸕
鶿
〔
②
〕

の
羽
も
て
、
焼
き
て
末
と
し
、
水
も
て
半
錢
上
を
服

す
。【

注
】

①

本
条
の
出
典
は
『
葛
氏
方
』
で
あ
る
が
、
注
に
「
今
案
ず
る
に
、『
集
験
方
』

は
屎
を
用
い
、『
如
意
方
』
は
骨
を
用
う
（
今
案
、『
集
験
方
』
用
屎
、『
如
意
方
』

用
骨
）
」
と
あ
り
、
『
如
意
方
』
に
同
旨
の
文
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

②

ウ
。

【
現
代
語
訳
】

又
方
（
葛
氏
方
）
。
ウ
の
羽
を
準
備
し
て
、
そ
れ
を
焼
い
て
粉
末
に
し
、
貨
幣

の
半
分
の
量
を
水
で
服
用
す
る
。

【
補
】

○

呪
術
系
処
方
で
あ
る
。

○

『
葛
氏
方
』
『
集
験
方
』
『
如
意
方
』
で
そ
れ
ぞ
れ
使
用
す
る
の
が
ウ
の
羽

・
糞
・
骨
と
異
な
っ
て
い
る
。
伝
播
の
過
程
で
多
様
化
し
て
い
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
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